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◆災害リスクをふまえたコンパクトで賑わいのあるまちづくり
　　市町が定める、コンパクトで賑わいのある安全なまちづくりをめざす立地適正化
計画や、大規模自然災害から早期に的確な復興を目指す事前復興まちづくり計画の
策定を支援し、災害に強く持続可能なまちづくりを推進します。

◆都市基盤整備
　　市街地における通学路の安全対策のための街路整備に取り組みます。
　　また、子どもの遊び場や子育て世帯の交流の拠点としての役割も担い、安全・
安心に利用できる都市公園の整備を推進します。

◆大規模災害に備え、安全・安心な暮らしを支えるまちづくり
　　地震や台風等の自然災害による電柱倒壊リスクに備え、影響の大きい市街地内の
緊急輸送道路における無電柱化に取り組みます。
　　また、南海トラフ地震等の大規模災害への備えとして、地域の防災機能向上に
資する公園施設の整備を推進します。

◆地域と連携した景観づくり
　　地域住民と連携した市町の景観づくりの取組の支援、景観に配慮した建築物や公共施設等の整備の促進、屋外広告物の設置
の適正化や安全対策の充実に取り組みます。

◆花とみどりの三重づくり
　　花とみどりの活用を通じて、優しさあふれる健やかなふるさと三重をめざす「花とみどりの三重づくり条例」に基づく基本計画
により、県民の皆さんが花とみどりに関心を持つことができるよう気運醸成に注力した取組を進めます。

出典：国土交通省資料

■都市政策の推進 【都市計画】立地適正化計画イメージ

～安全で快適なまちづくり～

【街路】市街地内の緊急輸送道路における無電柱化 【都市公園】地域の防災機能向上に資する公園施設の整備

【街路】街路整備（通学路等の安全対策） 【都市公園】交流の拠点となる都市公園の整備

（都）外宮度会橋線（伊勢市）における電線類の無電柱化 県庁前公園（津市）におけるマンホールトイレ等の整備

整備後

工事中イメージ

ダイセーフォレストパーク（鈴鹿青少年の森）（鈴鹿市）におけるミジュマル公園整備（都）桑部播磨線（桑名市）における街路整備

マンホールトイレ、
かまどベンチの整備

R7.7.14開園整備中

【花とみどり】気運醸成に注力した取組の推進

ロゴマークを活用した
条例・計画PR

花とみどりを 知る

　花とみどりの効用の理解
が深まるよう、花とみどり
に触れる機会をつくる取組

県営都市公園における
花を活用した取組

花とみどりを 魅せる

　花とみどりの効用が体感
できるよう、公共空間等に花
とみどりを取り入れる取組

みえ花と絆のプロジェクト
による道路空間での花植え

花とみどりで つなぐ

　花とみどりを通じて、県、
市町、県民・事業者等の多
様な主体がつながる取組

R10R6 R9

花とみどりの三重づくり基本計画

次期計画

将来計画

4年ごとに見直し

整備中



都市政策
■下水道の整備

◆下水道の普及拡大に向けた取組
　公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図る
ため、流域下水道の整備を推進します。

◆処理場・ポンプ場の老朽化対策
　処理場施設の老朽化が進む中で、ストックマネジメント計画に基
づき点検・調査や更新等による着実な老朽化対策に取り組みます。

◆管路の老朽化対策
　全国特別重点調査等の判定結果をふまえ、管路の改築・更新を実
施します。

◆処理場・ポンプ場の地震対策
　下水道は、住民生活を支える重要なインフラであり、いかなる時も機能の確保が必要です。そのため、大規模地震や津波等に
よる被害の防止に取り組みます。

老朽化対策

地震対策

南部処理区 
供用開始 H8.1

松阪処理区 
供用開始 H10.4

宮川処理区 
供用開始 H18.6

北部処理区 
供用開始 S63.1

雲出川左岸処理区 
 供用開始 H5.4

志登茂川処理区 
供用開始 H30.4

流域下水道の処理区と処理場の位置図

未普及対策

三重県人口
1,733,267

61.9% 
下水道 
約107.2万人 

農業集落排水等
約 8.8万人 

5.1% 

合併処理
浄化槽 
約39.7万人 

22.9% 

コミュニティ
プラント
約 0.4 万人
0.2% 9.9% 

生活排水処理
施設未普及 
約 17.3万人 

三重県における生活排水処理状況（令和6年度末)

下水道普及率 
三重県 61.9%（90.0%）
全 国 81.8 %（93.7%）
（　）は生活排水処理全体
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補強層
既設管

被覆材

基材
（環状不織布）

管路点検状況

腐食箇所

テレビカメラ調査状況

現状

現状

更新後
（イメージ）

更新後（イメージ）

白山幹線
（下水道管路腐食状況）

北部浄化センター
（老朽化した汚泥脱水機） (高効率型の脱水機を採用 )

電気設備点検状況機械設備点検状況

南部処理区
南部浄化センター （汚泥処理棟）

処理場の増設

汚泥処理棟

最初沈殿池

防水扉設置
浸水深（津波）
GL+2.6m

処理場の耐震化 ポンプ場の耐震化 処理場の耐水化

北部浄化センター
（最初沈殿池の耐震補強）

三渡川ポンプ場
（建物耐震診断） 宮川浄化センター（スクリーンポンプ棟の耐水化）


